
令和７年度第３回宇都宮市民大学運営協議会会議録  

 

１ 開催日時  令和７年１１月２５日（火） 午前１０時から 

２ 開催場所  人材かがやきセンター研修室（中央生涯学習センター５階） 

３ 出席委員   

丸山 純一 会長  野中 正知 副会長  齋藤 明彦 委員  赤羽 幸雄 委員 

大谷 佳久 委員  目加田 友子 委員 

                                                                  （以上６名） 

４ 欠席委員   

荒井 隆 委員  薄羽 正明 委員  片桐 幸枝 委員  坪山 恵子 委員 

                                      （以上４名） 

５ 出席職員 

   生涯学習課長               塚田 真仁            

   家庭教育・地域人材グループ係長      加藤 裕史    

家庭教育・地域人材グループ総括      吉田 泰弘 

   家庭教育・地域人材グループ主任主事    吉澤 直輝 

家庭教育・地域人材グループ主事      釜井 羽依 

   家庭教育・地域人材グループ主事      金田 陽南子 

   生涯学習課会計年度任用職員        塚田 哲夫 

   生涯学習課会計年度任用職員        松永 佳寿子 

   生涯学習課会計年度任用職員        藤田 莉帆 

 

 ６ 公開・非公開の別 公開 

 ７ 傍聴者の数    ０人 

 ８ 付議事項 

（１） 報告事項 

 ・ 報告第１号  令和７年度宇都宮市民大学後期専門講座の実施状況について 

・ 報告第２号  令和７年度宇都宮市民大学公開講座について 

（２） 協議事項 

 ・ 協議第１号  令和８年度宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ企画講座の決定に

ついて 

 （３） その他 

 

（閉会 午前１０時３２分） 

 

 

 

 



（１） 報告事項 

野中委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

丸山会長 

赤羽委員 

 

 

丸山会長 

 

 

 

事務局 

後期の募集状況，６講座のうち４講座が定員に達していないが，受講料収入など

の面で問題はないのか。また，公開講座の古川氏についてもう少し詳しく教えて貰

いたい。 

昨年度から定員を引き上げて実施しているため，受講料収入が大きく減少はして

おらず，運営の面で特に大きな問題は感じていない。 

古川氏については，とちぎみらい大使として活躍されており，栃木県内でのイベ

ント出演やドラゴンボールのピッコロ役など，有名作品にも出演した実績がある，

子どもから高齢者まで広く認識されている声優である 

 声優なので若い方にたくさん来ていただければというところか。 

 感想になるが，傾向として今を読み解く現代社会コースの募集が苦戦しがちだ

が，毎回意欲的にテーマを選択していると感じる。募集に対する受講者数は少ない

が，めげずにチャレンジしてほしい講座である。 

 今を読み解く現代社会コースは企画の数も少なめであり，募集の面でも苦戦して

いるが，内容は非常に素晴らしいものが多いと思う。 

また，オムニバス形式でやると受講者は自分の関心のあるテーマだけ出席する傾

向があると思うが，事務局の方で何か考えはあるか。 

 今を読み解く現代社会コースは，幅広いテーマで毎回実施ができている反面，受

講者が集まりにくい点が事務局としても課題だと感じている。今回も何度か SNS等

で周知を行うなど，事務局でも対応を試みたところではあるが，伸び悩む現状にあ

る。受講者の満足度も高いコースとなっているため，引き続き事務局の課題として

対応していきたいと考えている。 

 

（２） 協議事項 

野中委員 

 

 

 

 

目加田委員 

 

 

 

丸山会長 

 

 

丸山会長 

 

 選考を担当させていただいた。内容をはじめとして，コースや企画者のバランス

など，全体を考慮しながら選考させていただいた。点数が非常に拮抗しており，委

員の意見を聞きながら選考を進めた。また，それぞれの企画の狙いが斬新であった

り，新しい視点があったりと非常に興味深く，企画者が熱心に取り組んでいること

が伝わってきた。企画者の皆様に敬意を表したい。 

 七福人として講座を企画させていただいたが，結果を見て率直に嬉しく思う。 

学びの冒険といった新しいグループもいる中で，ともしびや宙などの長くやって

いるグループからは長く続ける秘訣など貴重なご意見をいただけるため，今後も楽

しく意見を交えながら活動を続けていきたいと思う。 

 他に何かあるか。 

 では，こちらの９案で実施することに決定してよろしいか。 

 （異議の声なし） 

反対が無いようなので，承認とする。 

このほかに市民大学の講座について意見はあるか。 



大谷委員 

 

 

 

 

 

 

丸山会長 

募集をかける際のタイトルや副題にインパクトがないと，興味に繋がらず，受講

生が集まりにくくなるように思う。タイトルを見て，何の知識が得られるのか具体

的な言葉が入っていた方が良いと思う。 

例えば，今を読み解く現代社会コースの少子高齢化についての講座のタイトルか

らは，何を学べるかが理解しにくいように感じる。全体として講座の満足度が高い

ことから，企画者の努力は伝わるが，受講のきっかけとなるタイトルに力を入れて

もいいと思う。 

確かにタイトルは大切な部分だと思う。企画段階で事務局から企画者へアドバイ

スしていただいたり，広報うつのみやなどに載せる紹介文を工夫したりして，応募

者の増加につなげていけたら良いと思う。 

 

（３） その他 

 

丸山会長 

事務局 

 

丸山会長 

事務局からその他連絡事項をお願いしたい。 

来年度の第１回運営協議会の開催は例年どおり４月下旬を予定している。詳細は

別途通知する。 

以上で終了とする。 


